
提

出

者

川

田

悦

子

平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日
提
出

質

問

第

三

四

号

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

34



土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
一
五
四
国
会
質
問
第
一
五
八
号
「
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
そ

の
事
業
地
域
に
お
い
て
惹
起
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
過
去
の
事
業
に
お
け
る
問
題
及
び
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
政
府
の
見
解
を
尋
ね
た
。

上
記
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
書
に
は
不
十
分
な
点
が
あ
る
の
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一
�

答
弁
書
「
一
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
に
施
行
認
可
の
公
告
が
あ
り
、
一
九
九
四
年

（
平
成
六
年
）
に
終
了
認
可
の
公
告
が
あ
っ
た
地
区
（
事
業
施
行
期
間
六
十
三
年
）
が
最
長
」
の
事
業
で
あ
る
と
し
て
い

る
。そ

も
そ
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
は
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
法
律
第
三
九
号
「
土
地
区
画
改
良

に
係
る
法
律
」
に
端
を
発
し
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
は
内
務
省
令
第
二
号
で
「
土
地
区
画
整
理
の
施
行
に
関
す

る
件
」
が
発
令
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
農
務
省
令
第
三
九
号
耕
地
整
理
法
施
行
規
則
を
準
用
す
る
と
あ

一



る
。す

な
わ
ち
、
前
述
の
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
に
施
行
認
可
の
公
告
が
あ
っ
た
事
業
は
旧
憲
法
下
に
お
け
る
法
律
に

基
づ
い
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

新
憲
法
に
お
い
て
は
、
周
知
の
と
お
り
、
幸
福
追
求
権
、
財
産
権
等
の
国
民
の
権
利
が
拡
充
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
新
憲

法
制
定
後
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）
に
法
律
第
一
一
九
号
「
土
地
区
画
整
理
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
、
現
憲
法
の
幸
福
追
求
権
、
財
産
権
等
の
人
権
規
定
の
趣
旨
を
十
分
生
か
し
て
運

用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
旧
憲
法
下
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
事
業
が
今
に
至
っ
て
も
終
了
せ
ず
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
長

期
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

答
弁
書
「
六
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
向
を
十
分
に
踏
ま

え
つ
つ
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。
も
と
よ

り
、
土
地
区
画
整
理
法
は
、
現
憲
法
の
民
主
的
な
理
念
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
、
ま
た
、
旧
建
設
省
は
一
九
七
八
年
（
昭

和
五
三
年
）
「
区
画
整
理
計
画
標
準
・
追
録
�
」
に
お
い
て
、
「
区
画
整
理
の
た
め
の
区
画
整
理
に
陥
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る
理
念
を
明
示
し
て
い
る
。

二



と
こ
ろ
が
、
一
九
九
九
年
九
月
発
行
の
雑
誌
「
区
画
整
理
」
（
社
団
法
人
日
本
土
地
区
画
整
理
協
会
発
行
）
に
お
い

て
、
実
際
の
事
業
の
現
場
に
お
い
て
住
民
の
間
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
当
該
事
業
施

行
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
施
行
者
が
一
方
的
な
話
を
し
た
だ
け
で
『
説
明
は
終
わ
っ
た
』
と
い
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。
そ
う
い
う
や
り
方

は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い
」
「
『
区
画
整
理
語
』
と
で
も
い
う
訳
の
分
か
ら
な
い
言
葉
を
使
う
連
中
が
や
っ
て
き

て
『
減
歩
だ
、
換
地
だ
、
清
算
金
だ
、
土
地
を
動
か
す
、
交
換
す
る
、
分
筆
だ
、
合
筆
だ
』
な
ど
と
い
う
」
「
『
自
分
の

家
は
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
補
償
金
は
い
く
ら
出
る
の
か
、
土
地
が
減
る
っ
て
い
う
が
一
体
ど
の
く
ら
い
減
る

の
か
、
清
算
金
は
い
く
ら
だ
、
第
一
何
時
か
ら
始
ま
る
ん
だ
』
住
民
に
と
っ
て
本
当
に
知
り
た
い
ど
の
項
目
も
確
定
し
て

い
な
い
の
が
現
実
で
、
事
業
を
進
め
な
が
ら
決
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」

こ
の
よ
う
な
不
安
の
声
が
絶
え
な
い
と
い
う
の
は
、
事
業
が
上
意
下
達
の
強
権
的
な
都
市
計
画
の
姿
勢
で
行
わ
れ
て
お

り
、
現
憲
法
の
企
図
す
る
民
主
的
な
理
念
に
則
っ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
問

う
。

二
�

答
弁
書
「
一
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
事
業
計
画
の
決
定
等
の
公
告
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
十
年
以
上
又
は
三
十
年
以

三



上
を
経
て
も
事
業
が
終
了
し
て
い
な
い
地
区
の
都
道
府
県
別
の
数
及
び
面
積
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
」

と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
仮
換
地
の
指
定
や
建
築
物
等
の
移
転
等
に
伴
う
損
失
補
償
に
つ
い
て
の
関
係
権
利
者
と
の

合
意
形
成
の
難
航
等
に
よ
り
事
業
が
長
期
化
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
三
十
年
以
上
も
事
業
が
終
了
し
て
い
な
い
理
由
を
単
に
仮
換
地
指
定
や
移
転
損
失
補
償
に
つ
い
て
、
権
利
者

と
の
合
意
形
成
の
難
航
の
み
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
長
期
化
の
理
由
に
つ
い
て
、
現
状
の
十
分
な
分
析
を
し
た
上
で
の
見
解
を
改
め
て
問
う
。

�

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
事
業
が
長
期
化
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
区
画
整
理
事
業
そ
の
も
の
が
破
綻
し
て
お

り
、
運
用
に
耐
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
昨
年
総
務
省
が
指
定
し
た
「
土
地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
団
体
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
埼
玉
県
飯
能
市
で
は
、

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）
度
に
お
け
る
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
公
社
借
入
金
残
高
は
六
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

達
し
て
お
り
、
飯
能
市
土
地
開
発
公
社
運
営
方
針
に
よ
る
と
「
市
が
買
戻
す
土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

先
行
取
得
用
地
が
七
件
あ
り
、
全
体
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
中
で
も
事
業
規
模
の
大
き
い
飯
能
市
笠
縫
地
区
へ
の
投
下
予
算
を
見
る
と
、
計
画
予
算
と
実
効
予
算
と
が
著
し
く
乖

四



離
し
て
お
り
、
同
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
破
綻
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
事
業
が
長
期
化
し
て
い
る
の
は
、
事
業
そ
の
も
の
が
破
綻
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解

を
問
う
。

三
�

地
方
公
共
団
体
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意
見
が
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
各
段
階

の
説
明
会
や
意
見
書
の
提
出
は
単
な
る
推
進
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
住
民
を
押
さ
え
付
け
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

東
京
都
羽
村
市
で
は
住
民
監
査
請
求
を
踏
ま
え
て
、
住
民
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
東
京
都
羽
村
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
と
い
う
個
別
案
件
と
は
い
え
、
羽
村
市
民
百
二
十
九
名
が
原
告
と
な
っ
て
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た

こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
権
力
行
政
で
あ
る

こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

住
民
訴
訟
が
起
こ
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
の
現
実
は
、
住
民
の
意
思
が
事
業
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
現
れ
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

答
弁
書
「
二
及
び
四
の
（
�
）
に
つ
い
て
」
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
「
利
害
関
係
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕

五



組
み
と
な
っ
て
」
お
り
、
地
方
公
共
団
体
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
も
、
「
事
業
の
立
ち
上
げ
の
段
階
か
ら

住
民
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。

確
か
に
、
形
式
的
に
は
、
事
業
計
画
又
は
換
地
計
画
の
縦
覧
、
利
害
関
係
者
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
等
の
手
続
が
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

な
に
よ
り
も
、
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
は
公
正
な
構
成
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
現
場
の
担
当
者
の
発
言

等
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

例
え
ば
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
認
可
す
る
段
階
で
、
埼
玉
県
都
市
計
画
審
議
会
を
運
営
す
る
住
宅
都
市
部
都
市
計
画

課
担
当
は
「
審
議
会
に
住
民
が
参
加
す
れ
ば
審
議
が
纏
ま
ら
な
い
」
と
い
う
発
言
を
行
っ
た
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
長
期
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
段
階
で
、
同
県
土
木
部
建
設
管
理
課
が
設
置
す
る
公
共
事
業
評
価
監
視
委
員
会
は
住
民
の

参
画
を
容
認
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
住
民
の
声
が
事
業
に
実
質
的
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
審
議
会
や
公
共
事
業
評
価
監

視
委
員
会
に
公
募
な
ど
住
民
の
目
線
を
取
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
取
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。

六



四

答
弁
書
「
七
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
公
共
事
業
の
説
明
責
任
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
積
極
的

な
取
組
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
当
該
行
動
指
針
を
参
考
に
同
様
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
に
対
し
て
、
当
該
行
動
指
針
を
参
考
と
し
て
送
付
し
て
い
る
。
」
と
い
う
。

し
か
し
、
現
在
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

住
民
の
意
思
を
事
業
に
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
住
民
側
に
判
断
材
料
と
し
て
の
情
報
が
不
可

欠
で
あ
り
、
説
明
責
任
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

そ
こ
で
、
事
業
の
各
段
階
で
説
明
責
任
を
法
律
で
義
務
付
け
る
と
共
に
、
第
三
者
機
関
の
査
察
制
度
を
規
定
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

五
�

答
弁
書
「
九
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
当
該
実
施
要
領
（
国
土
交
通

省
所
管
公
共
事
業
の
再
評
価
実
施
要
領
）
に
基
づ
き
、
適
切
に
評
価
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
再
評
価
実
施
要
領
」
に
よ
れ
ば
、
施
行
者
自
身
に
よ
っ
て
事
業
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
で
は
、
事
業
を
進
め
て
き
た
本
人
が
進
ん
で
休
止
や
中
止
を
決
断
す
る
こ
と
は
期
待
出
来
ず
、
適
正
な
評
価
が
な
さ
れ

る
と
は
言
え
な
い
。

七



そ
こ
で
、
事
業
継
続
の
可
否
を
当
該
施
行
者
と
は
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

ま
た
、
再
評
価
の
際
に
、
計
画
に
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を

す
べ
き
で
あ
る
。

事
業
が
長
期
化
す
る
と
、
仮
換
地
指
定
を
受
け
て
も
事
業
が
進
展
せ
ぬ
一
方
で
、
土
地
区
画
整
理
法
第
七
六
条
に
よ
り

地
権
者
に
は
建
築
制
限
の
期
間
も
長
期
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
権
者
は
著
し
く
不
利
益
を
被
る
こ
と
と
な
る
。
仮
換
地

指
定
後
十
数
年
も
経
っ
て
、
家
屋
の
老
朽
化
や
家
族
構
成
の
変
化
に
対
し
て
、
施
行
者
の
不
作
為
が
住
民
の
生
活
を
圧
迫

す
る
。

仮
換
地
指
定
で
「
使
用
収
益
で
き
る
日
を
別
に
定
め
る
」
と
通
知
し
な
が
ら
、
十
年
間
も
土
地
や
建
物
が
使
え
な
い
で

い
る
仮
換
地
指
定
は
明
ら
か
に
違
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
一
定
の
期
間
（
例
え
ば
、
二
十
年
）
を
経
過
し
て
も
終
了
し
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
に
見
直
す

か
、
ま
た
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

六

答
弁
書
「
八
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
工
事
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
換
地
計
画
に
先
立
っ
て
仮
換

八



地
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
「
法
九
八
条
一
項
前
段
の
前
半
所
定
の
『
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
若
し
く
は

公
共
施
設
の
新
設
若
し
く
は
変
更
に
係
る
工
事
の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
』
に
は
、
事
業
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
、
換
地
予
定
地
的
仮
換
地
の
指
定
処
分
を
す
る
と
き
で
も
、
換
地
計
画
に
基
づ
く
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
」
旨
判
断
さ
れ
て
い
る
と
、
最
高
裁
判
例
を
引
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
法
務
省
訟
務
局
行
政
訟
務
第
一
課
長
・
石
井
忠
雄
氏
が
監
修
す
る
「
判
例
概
説
・
土
地
区
画
整
理
法
」
で
は
、

「
換
地
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
仮
換
地
の
指
定
処
分
を
な
す
に
は
、
必
ず
換
地
計
画
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
お
こ
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
換
地
を
予
定
し
な
い
一
時
使
用
的
な
仮
換
地
の
指
定
の
場
合
の
み
、
換
地
計
画
に
基
づ
か
な
い
で
仮
換
地

指
定
処
分
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
仮
換
地
指
定
処
分
は
重
大
か
つ

明
白
な
瑕
疵
あ
る
も
の
と
し
て
無
効
た
る
を
免
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
換
地
計
画
を
立
て
た
上
で
、
仮
換
地
指
定
を
行
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
工
事
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
換
地
計
画
に
先
立
っ
て
仮
換
地
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
地
方
公
共
団
体
の
現
在
の
運
用
状
況
を
見
る
と
、
原
則
と
例
外
が
逆
転
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
政
府
は
土
地
区
画
整
理
法
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
運
用
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問

九



う
。

右
質
問
す
る
。

一
〇


